
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

473 あとしまつ 一般審査員A 18 17 16 15 17 83 映画みたいだった。ただ、こういう邪神？　みたいなのに踊らされてる集
落みたいな話はよくあるので、それほど珍しくはない。あと、山代かっこよ
すぎだろ。「俺」の勇気にも拍手を送りたい。もはや二人の親友のバディ
ものと言ってもいいかもしれない。カエッコサマを崇拝してる奴から生贄
になればいいのにね、まあ、そう上手くはいかないのか。なんにせよ気持
ちのいい終わり方でよかったです。山代の努力が報われてよかった。山代
かっこよすぎ。

473 あとしまつ 一般審査員B 13 12 10 12 12 59 名前、風習に微妙な違いはありますがどこか聞いたことのある話ですね。
村とかの風習や信仰は怖い場合もありますが人を平気で殺してしまうレベ
ルのものはあるのかなと思います。得体の知れないものが殺すんじゃなく
て、大概が人がヒトを殺してるんでやっぱり1番怖いのは人間ですよね。

473 あとしまつ 一般審査員C 18 18 18 15 18 87 素晴らしい作品です。勧善懲悪、そして、ハッピーエンド（悲しい出来事は
多々ありますが）非常に好感が持てる作品でした。設定は斬新だけれど無
理はなく、文章や言葉のチョイスも読みやすくて、本当に素晴らしいです。
おばあさんの果たす役割が作品の要だったと思うのですが、描かれ方が秀
逸でした。最後に主人公が無人になった集落を訪れますが、この挿入が作
品全体を締めていると思います。ユーモアさは少し低めの得点ですが、この
作品にユーモアさは不要かと思います。言うことがないです。今後も素晴ら
しい作品を生み出してほしいです。

473 あとしまつ 一般審査員D 16 18 17 17 16 84 投稿怪談の中で同じ投稿者さんが書く続編の中で、一番結びつけやすい作品
でした。かと言って、以前の作品を読んでいなくても単体でも楽しめる作り
になっていて良かったです。情景描写が分かりやすく、そこそこ長い作品で
すが最後まで一気に読んでしまいました。現実と此岸との境目が曖昧に
なっている集落に漂う雰囲気が伝わってきてとても不気味でした。個人的
に尖っていて好きです。

473 あとしまつ 一般審査員E 15 20 10 15 15 75 濃厚で圧倒される一作でした。「集落」という単語が出てきてから一気に
緊張が張り詰め、土着信仰や生贄の描写が怖すぎる。集落の人たちの理不
尽な運命も怖かったです。怪談よりも、映画や物語の重厚感があり、読了後
は疲れました。エピローグでの主人公が再び集落を訪れた理由が偶然なの
か、それとも呼び寄せられたのか…その余韻もすばらしい作品ですね。

473 あとしまつ 一般審査員F 18 17 16 16 17 84 村の伝承、因習に纏わる話は個人的に好きなジャンルのお話なので、興味深
く読ませていただきました。〝カエッコサマ〟という名前は使われやすい
のでしょうか？名前の響きからして、もしかしたら土着信仰の神様には付け
がちなのかもしれませんね。山代の祖先が子供を騙し作り出した神様であ
る〝カエッコサマ〟。村を守る為に差し出される生贄という名の命の犠牲…
。自分の大切な家族達が自分を守る為に代わりに犠牲になったのだとした
ら、それは命をかけてもなんとかしないと、と考えるかもしれない。家族
の魂が成仏出来ずに彷徨っている、と感じたら尚更、自分で終わらせない
と、と思う気持ちは強かったかもしれない。人間の業、因習の怖さと同時
に悲しみも感じるお話でした。村は無くなったけれど、それで良かったと
思う。

473 あとしまつ 一般審査員G 14 16 10 18 10 68 洒落怖の雰囲気がある、悲しいけど最終的には比較的ハッピーエンドで終わ
れるお話でした。語尾を伸ばしたような、間延びした話し方ってなんでこ
う不気味なんでしょうか。その不気味さがいい味を出してました。山代く
んが開けないで、と言ったときに開けてしまっていたら、きっとこの主人公
も逃れることはできなかったのでしょう。ただ、初めてきた人が何もかも
すんなり理解出来、村人の手を逃れて逃げおおせるという展開が少し強引
かなと思いました。カエッコ様のことや、人柱にされてしまった人たちのこ
と、どちらかを説明しすぎない方がより雰囲気が出て良かったと思います。
あと、これは少し言いがかりのようになってしまうかもしれませんが、即
身仏というのは簡単に作ることはできないので、騙した子供を人柱にして即
身仏を作るというのは気になりました…。人柱にして、その遺骨をご本尊と
するとかの方が個人的には納得できたかなと思います。

473 あとしまつ 一般審査員H 19 19 17 15 18 88 魅せ方が上手いですねー。読み応えがあります。怖さ、限界集落の土着信
仰、主人公が友人である山代を探しに訪れるくだりや、奇妙な話し方をする
親戚の男女、そして「カエッコサマ」に生贄を現に捧げているという現
実。土着信仰や生贄を題材にすると、上手く纏めきれずに終わる作品も多
いと思いますが、気を衒わず、しかし怖さはしっかりと表現されています。
鋭さ、主人公に迫る危機と、彼を守ろうとする存在。本当の敵は誰で、そし
て味方は誰なのか？ひりつくような緊張感。鋭さ十分。新しさ、まず最終的
に土着信仰の呪縛から山代の故郷を解き放った事です。カエッコサマが神様
の類なのかはわかりませんが、「実は消滅してなくて災厄が再び」という
オチに持ってくるパターン多いんですが、なかなか斬新な切り口ですね。
それから、もう一点、主人公が何かしらの祟りに合うというバッドエンド
に持ち込まなかった所です。ユーモア、集落や山代の親戚達の業の深さで
す。自分達の集落を守るためなんて言ってますが、身内を生贄にしてまで守
りたい？じゃなくて欲深いだけでしょう？山代やその両親、祖母と対極的
ですね。滑稽です。意外さ、友人である山代の台詞。「俺のこの姿を見た
ら、きっとお前は正気でいられなくなる。」てっきりカエッコサマとやらに
化け物にでもされたのか？と思いきや、、そういう事だったんですね。
ちょっと切ない。また、主人公がカエッコサマのお堂を壊す時、土着信仰
の象徴であるはずのカエッコサマ自体は出てもこないし、反撃するわけで
もない所です。「本当に」存在してたんですかね？禍々しい空気を感じる、
とありましたが、カエッコサマそのものはとうに廃れていて、集落の人間の
業の塊が溜まっていたんじゃないか？と勘繰ってしまいました。

473 あとしまつ 一般審査員I 14 12 12 10 11 59 どんな展開の話になるのだろうと読み進めていたら、こんな展開が待って
いたなんて。面白かったです。読みやすかったし情景も浮かびました。人が
人を大事に思っていたはずなのに。。。最初の即身仏のつくり方から悪かっ
た。限界集落ってもう怖いイメージしかない

473 あとしまつ 一般審査員J 15 15 12 13 15 70 人さと離れた集落の因習となっており、生贄の文化を引き継ぐ血筋という
のが興味深かった

合計 160 164 138 146 149 757

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員A 18 18 18 16 17 87 少女が普通の家族を見せたかったのかも、というのは、結構ガチで悲しい
ことだと思った。それ以外は単なる狂気的な話なのだが、語りが上手いせ
いで、かなり怖い。怖い話ではあると思うのだが、やっぱりさきほど言った
少女のちょっとした願いっていうのかな、なんていうのかな、それが気に
なってしょうがない。なんだかんだ言ってお互いのことが好きだったんだ
ろうし、何事もなく幸せに暮らしてほしかったな。そういう風に考えちゃ
うってことは、結構この話に心を動かされてるってことなんだよな。

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員B 10 13 14 12 13 62 人怖なんですけど、怖い感じはあまり無いというか、話し的には面白かっ
たですが怖くはないですね。施設から脱走したのに捜索されずに人を殺し
てしまうって状況が違和感がありすぎて真実味を損なってしまったと思い
ました。

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員C 18 18 18 18 18 90 まず設定が素晴らしいと思いました。この設定はなかなか思いつかないの
ではないでしょうか。また、言葉のチョイスや文章の書き方にリアリティ
があって良いと思いました。服部さんの語り口調が特に良い。まるで実在
する人物のよう。偽物の父親、母親の描写が各々の不気味さを見事に表現
していて、とてもよかったです。作者のかたは作中の施設のようなところに
縁があるのでしょうか。なにか取材等されているのでしたら、その熱量が
素晴らしいです。ロミさんが服部さんを招待したのはなぜなのか結局はっき
りとはわかりませんでしたが、愛があるゆえに最終的に殺してしまったよ
うな気がします。その狂気もこの作品に色を添えていると感じました。良い
作品でした。

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員D 19 18 19 17 18 91 通話記録というより音声文字起こし記録でしたが、不気味なものをちょっ
と変わっているだけとしか見ていない人特有の描写で展開されているのが
不気味さを増していました。通話記録だとこちらの言葉も記録しているの
で、それがあるとおそらく全体のテンポがやや遅くなってしまうのでこの形
が良かったと思います。そして、怪異展開なのか人怖なのかどっちだろうと
ぎりぎりまで楽しませてくれたのもとても良かったです。

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員E 20 15 10 20 20 85 人怖という枠に入れて良いのか判断できない作品に感じました。よくこん
な設定を考えついて文字にできるなと。一方的に会話が進行するのが、こ
んなに恐怖を感じるなんて思いませんでした。当然好みは別れる演出には
なりますが、かなり印象には残る作品に仕上がっていると思います。唐突な
場面転換もこの作品だと最適解に感じました。緩急の付け方が独特で読了
後に車酔いしたような感覚になりました。

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員F 17 16 17 16 17 83 又聞きの又聞きという感じで構成されているんですかね。一回読んだ限り
ではすんなりと話が入って来なくて、読み返してようやく話が理解出来まし
た。こういったテーマを扱う話は難しさもあると思いますが、この話の怖
いところは、お屋敷の持ち主の夫婦が殺され、その夫婦の遺体を見てし
まった服部も後日殺されてしまう。持ち主の夫婦を殺してしまった成り済
ましの主人と妻役の女性と服部の彼女。この三人が三人共、精神障害患者
の施設の入所者で、どこまでが演技でどこまでが正常な意識下で行った行為
かがわからないところ。彼女の本心もわからないけれど、服部を好きだと
いう気持ちがあった事だけは信じたい。彼女が服部の家を訪れたのは意外
といえば、意外でした。

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員G 18 18 18 14 17 85 出会いたくない人たちに出会ったが故に、という現代的な怖さを感じるお
話でした。関わりたくないところに関わってしまった悲劇。事件記録を読
んだ時みたいな嫌な気持ちと、寒気がする内容でした。こういった物語は
どうしたら防げたのか？防ぎようはなかったのか？という不安が怖さに繋が
るので、読後モヤモヤが残りやすく、その結果印象が残りやすいですね。最
初の軽い文章から結末の落差も良かったです。リアリティが感じられる物語
だからこそ、もっと現実的な文章（例えば新聞記事や裁判記録のような形
式）で読んでみたいなと思いました。

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員H 10 11 12 10 13 56 申し訳ないですが、そもそも読みづらいです。服部という若者の口調が受け
付けませんでした。怖さ、正直全く感じません。全体的に話が間延びして
しまっています。余分な描写が多い為かと。核心に触れるまでが長い。鋭
さ、会話で物語が進行していくためか、緊迫感に欠けます。もう少し服部の
置かれた状況の不気味さ、恐ろしさを入れた方が良かったように思います。
新しさ、うーん。ほぼ人怖な話として終わらせた点でしょうか。服部の彼
女の両親(偽りの)が、服部の訪問時には既に亡くなっていた事を示唆する事
で、怪異の要素も入れていますが、その点よりも彼女の一家が本物ではな
く、施設入所者だった、というオチの方が新しさも感じます。ユーモアさ、
ここも私には分かりませんでした。強いて上げるとすれば服部が立ち去る
時3人で2階から見下ろしていた、という部分でしょうか。意外さ、実は彼
女を含めその家族全員死んでおり、服部の身に怪異が襲う、というような
定番の展開ではなく、結局「やばい人達」だったという結末です。

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員I 14 12 13 10 12 61 家族ではないだろうなとは予想してたけど、３人とも精神に異常がある方
たちとは。。。警察はその３人の行方は探してなかったのかな？？少女はか
なり自由に出歩いていたようだが、もうそこから恐怖ですよね。少女は服
部くんが死んだ現場にいたはずなのに、なぜ彼の自宅にいったのか？むしろ
なぜ自宅を知っていたのか？

451 通話記録 水戸市施設
入所者の件

一般審査員J 12 8 10 8 10 48 家族になりすました話なのと思うが、ストーリーの構成が理解しづらい構
成だったため、評価しづらいと思った。
いずれにしてもヒトコワである雰囲気は、わかった

合計 156 147 149 141 155 748

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

471 ひろいもの 一般審査員A 19 18 18 16 17 88 背筋が寒くなる実話ご当地怪談。ご当地怪談は王道中の王道なのだが、こ
のコンテストではそれほど多く見ない。他の怪談は地域をぼかしているも
のが多いがゆえに、新鮮だった。地域は違うけど、首のない騎馬武者とか
も有名だよね。実際目にするとマジで怖いんだろうなあ。やっぱり戦争が
あった場所のように、人がたくさん死んだ場所に関しては、ガチでなにか
あったりすると思う。オカルトを信じない人でも、夜に一人で行くことが
できない場所は、今でもある。科学全盛の時代においても、そこには確か
に「何か」があるのだ。

471 ひろいもの 一般審査員B 13 13 11 11 13 61 トラックドライバーの人は色んな道を通るので、色んな体験をしていそうで
すが助手席に幽霊を乗せて会話するのは凄い体験だし、言うなれば幽霊に
聞いた怪談話ですからヤバいですね。しかも写真付きなんて完璧だし、実
話怪談なら大会出たら優勝するレベルだと思います。

471 ひろいもの 一般審査員C 16 16 18 15 18 83 サンドウィッチの消費期限におどろきました。トラックに乗せた二人がこ
の世の住人ではないかもしれないというのは、意外すぎる設定でした。非
常に良いと思います。また、ガソリンスタンドがみつからなくなっていたの
も意外でした。いとこのお兄さんが違う時代にタイムスリップしたように
見えます。ガソリンスタンドのおばあさんがくれたお守りが、お兄ちゃんを
現代に呼び戻してくれたのではないでしょうか。一つ一つの伏線が作品の
終わりに見事に回収され、スッキリした仕上がりになっています。無駄な設
定がない、よく練られた作品に拍手を送りたいです。

471 ひろいもの 一般審査員D 18 16 17 18 17 86 ありがちなヒッチハイク幽霊かと思いきや、話が何重にもなっていてどこか
らどこまでが現実なのか考えながら楽しませていただきました。お兄さん
の人の良さに惹かれてこれだけのものが集まってきたのかも、と思いまし
た。ガソリンスタンドの老夫婦も謎が深いです。一つずつ考察をしたくなっ
てしまいました。

471 ひろいもの 一般審査員E 10 5 10 15 15 55 読了後も余韻のある謎が残り、じわじわ効いてくる高レベルな構成だと感
じました。戦争の悲しみや慰霊の時期とリンクする要素、コンビニの賞味
期限といった違和感、さらには時間をワープするようなSFっぽい展開が日
本人に刺さりやすいと感じました。恐怖の鋭さは控えめですが、8月にぴっ
たりの作品だと思いました。

471 ひろいもの 一般審査員F 16 16 16 18 18 84 従兄から聞いたちょっと怖い話、というテイストで読ませていただきまし
た。最初の出会いは、ガソリンスタンドの老夫婦。初めて見る古めかしい
ガソリンスタンドに怪しさは感じたものの、ご夫婦の人柄の良さに最初に
感じた怪しさもいつの間にかどこへやら。次の出会いは大学生の二人組。
慌てた様子でヒッチハイクしてきて、話を聞けば、浜辺で夜空やイカ釣り船
の灯りがきれいでスマホでお互いを撮り合っていると、気付かない間に男
の人が側に立っていて、その人物はカメラに写らない人ではないモノだっ
た。しかも、二人を降ろしたサービスエリアにまでついて来ていた。学生
二人のうちの一人から受け取ったサンドイッチの包装袋は１年前のもの
だった。…という事は、学生達も霊だった！？そこは意外な展開でした。
老夫婦のガソリンスタンドも、その後見つかっていない、という事は老夫
婦もやはり霊なんでしょうね。出会った人達全員霊だった、としたらそれ
はまた意外でした。

471 ひろいもの 一般審査員G 20 15 19 15 18 87 実話怪談でしょうか？　そうでなかったとしても、実話怪談として採点させ
て頂きたいくらいリアリティを感じました。文章はあっさりしてるのに
しっかり怖いところや、明確な答えがないところがよりリアリティを与えま
す。この、答えのないというのはバランスが難しいと考えており、不明瞭す
ぎてもなんだか解らなくなってしまうし、答えが明確に説明されすぎても
怖くなくなってしまう、このちょうど真ん中辺りを突けるとバランスのい
い不明瞭さや不安感が引き出せると思っています。このお話はそのバランス
がとても良かったです。拉致とかの話かな？と思いきや、戦没者やそういっ
た類のお話だったという部分も良かったです。

471 ひろいもの 一般審査員H 12 11 10 10 7 50 全体としては悪く無いと思います。怖さ、古びたガソリンスタンド登場の時
点から嫌な予感。老夫婦は生きてる人なのか？から始まり、大学生二人組、
海辺の男。境界線がどこにあるのか分からない怖さがありましたね。鋭
さ、トラック運転手の「兄ちゃん」が語る体験談。テンポよく読めます。そ
の分、鋭さは弱めではありますが。新しさ、この点は感じられませんでし
た。出会う人々がもしかしたら全員、死人だったのかも、、。というオチは
珍しくは無いと思います。ユーモアさ、「兄ちゃん」の豪胆さは良い味だし
てますが、戦艦大和と千人針の話、要りますかね？ちょっと唐突に出てきた
せいか違和感あります。意外さ、すみませんが「どこかで読んだような話」
感が否めません。ここに高評価は付けられないなと感じました。

471 ひろいもの 一般審査員I 14 12 11 14 13 64 タイムリープしたんですかね？お兄さんは。ガソリンスタンドを見つけたあ
たりから。おばあさんにもらったお守りがいいものだったのか引き寄せ
ちゃうものだったのかはわからないですが、お兄さんに何もなくてよかっ
たなという感想です。大学生はタイムリープした先の人なので、この運命は
変わらなかったのだろうから

471 ひろいもの 一般審査員J 15 15 16 14 16 76 戦争の話と現代の話を交えた非常に興味深い話だった。
しかも主人公のいとこが出会った現代人と思われるふたり組も生きている
のか怪しいということとなったのは、意外性があった。
いずれにしても良いように捉えたいと思った。

合計 153 137 146 146 152 734

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

454 巣喰うもの 一般審査員A 18 16 15 15 15 79 毒親とかいうレベルじゃなくて草。こういう話って大体母親と娘だよね。
現実世界でも結構残酷な事件が起こったりしてますよね。非常に気分が悪
い胸糞怪談でした。何の救いもない絶望感は上手く表現されています。怪談
ではなくホラー小説的な語りだった。まあ、最初から「私」はいなくて
「母親」しかいなかった、と考えると、救いがあるような気がしないでも
な――いや、やっぱ救いがねえよこの話。残酷すぎるわ。呼吸が苦しくなっ
てくるような怖さがある。それ以外は特にない。

454 巣喰うもの 一般審査員B 14 13 12 12 12 63 母親が自分の孫を使って蘇ろうとする話しは他にもありましたね。流れは
やっぱり似てくるんですがバッドエンドかハッピーエンドに分かれますね。
こちらはバッドエンドですが独り暮らしをしたのも男性と出会ったのも全
部仕組まれたモノじゃないのかみたいな雰囲気をちりばめても面白かった
と思いました。

454 巣喰うもの 一般審査員C 18 15 15 15 15 78 作品冒頭部からのこのやるせなさ、なんなんでしょうか。ここまで最初か
ら最後まで絶望感に満ちた作品も珍しいと思います。救いがない。文章の書
き方や単語のチョイスについて非常にセンスのある方だと思います。それが
この作品の救いのなさをうまく表現していると感じました。主人公の大切
な人や味方してくれる人が一人づつ排除されるのも非常によかったです。自
分の子供や孫の体を乗っ取って再生するという設定は目新しくありません
が、乗っ取りに至るまでの描写が詳細で恐ろしかったのが秀逸でした。た
だ、この作品に対しては、総文字数が少し多いような気がしています。

454 巣喰うもの 一般審査員D 14 16 16 13 12 71 母の執念が不気味でとても厭な話でした。娘に固執する母、という構図は
よくあるもののこの母の場合は歪んだ愛情でもなく、自分のために娘を生
かし続けているというのが何とも気持ちが悪い。謎めいたキーワードが散
見されているものの、この世界観に入りきることができなかったら全くつ
いていくことができない独特の雰囲気がある話だと感じました。内容が内
容だけに、拒絶反応を示す人もいるような尖った作品だと思います。

454 巣喰うもの 一般審査員E 20 20 10 20 10 80 まさに、読むホラーハウス。子宮でホラーハウスをはじめないで欲しいで
す。粘着質な怪談は多々ありますが、しつこい。しつこすぎて、どうしてこ
んなにも、しつこく執着するのか、過去編を読みたくなる作品でした。ど
うして母はここまで堕ちてしまったのか、とても気になります。恐怖のス
イッチの入れ方も良かったですね。鏡、エコー、火葬炉、スマホ画面と
「こちら側と向こう側」の繋ぎ方、「見たくないのに見える」表現が秀逸
でした。

454 巣喰うもの 一般審査員F 19 18 18 16 17 88 同じタイトルの話は数あれど、内容はバラエティーに溢れていて、読んでい
て面白いと思う。このお話は、母と娘の関係性の中で、娘は母からまるで所
有物のように扱われ、自分のものだとか、子宮だとか、どこまでも呪いを
かけるような言葉で縛り付けられる。母の愛とはまた異質な異常さが見え
て恐怖に拍車をかける。理紗が母から距離を置き、俊明という素敵な男性
と出会い、母の束縛からようやく逃れられるかと思いきや、そうは問屋が卸
さない。妊娠した理紗に、再び母の魔の手が忍び寄る。それは理紗の周り
の人物だけでなく、理紗本人の命を奪ってまでも自分自身が再び生まれ直
すという尋常ではない執念。正に狂気だ。俊明に続いて友人の美緒が犠牲
になるけれど、その登場の仕方が唐突な印象を受けたので、そこはもう少し
説明があっても良かったのかな、と思いました。お話は本当に怖かったで
す。

454 巣喰うもの 一般審査員G 5 14 17 10 13 59 母の執念が気持ち悪い話ですね。生まれ直す目的のためだけに生まれた娘
さんを、本当に生まれたときから支配しているからこそ、娘さんの行動にも
苛立つ部分があったりして、不快感を巧妙に出していました。表現したいこ
と、やりたいストーリーは解りますが、もう少し文章で表現して欲しかっ
たなと感じました。強調したい部分に""が付けられることが多くて、短い段
落で何回も出てくると強調も弱くなってしまいます。この強調したいことを
絞りつつ、強調することも文章で表現できるとより良いと思います。あとは
もう少しチャプター毎の書き込みを丁寧に出来れば伝わりやすくなります。
誤字が序盤で出てきてしまうと興が削がれるのでそこも注意してほしかっ
たです。

454 巣喰うもの 一般審査員H 11 12 12 10 12 57 一時期ブームになった、ジャパニーズホラーの様ですね。怖さ、確かに不気
味で気持ち悪いですが、その反動のためか「怪奇としての怖さ」はあまり
感じませんでした。鋭さ、主人公の母親の描写が多いように思います。その
分、鋭さがそこなわれていると感じました。新しさ、どうでしょうね？この
場合は母親が娘を媒介して生まれ変わろうとする展開ですが、誰かの身体
を乗っ取る、本人に成り代わろうとする類いの話は珍しくありません。ユー
モアさ、ここも感じません。終始母親が主人公に執着し、纏わりつく形で
物語が進むため、ユーモアという点では弱いですね。意外さ、主人公「私」
が結局逃れられず、母親が自分の執念、妄念で願いを成就させてしまう点で
す。

454 巣喰うもの 一般審査員I 13 12 11 10 12 58 娘に執着してたはずが、娘はいらないってどういうことだろう？？ってか
声とかは全部幻聴で彼女が周りの人たちを殺していったってことはないの
だろうか？彼女は無事に出産できたのだろうか？出産して出てきたお母さん
を育てられるのか？不穏な未来しかみえない

454 巣喰うもの 一般審査員J 18 18 19 15 18 88 異常な怖さを感じた。生まれ変わりによる永遠の命の話で、自分の娘を宿の
ようにしているところが怖さを感じた。
しかもバッドエンドの形も恐怖を掻き立てる感じだった。

合計 150 154 145 136 136 721

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

469 空蝉の候 一般審査員A 15 17 17 16 16 81 ちょっと、純文学チックな怪談。読んでいるうちに頭が疲れてきて、それ以
上考えたくなくなる。サユリ先輩もミナ先輩も、そして「私」もそしてあ
なたも、みんな抜け殻なのかもしれない。ミナ先輩の「慣れちゃった。み
んな色んなもんくっつけて生きてるし」という発言からもわかるように、
気にしないほうがいいのかもしれない。この言葉はわりとこの怪談に対す
る一つの答えなのかもしれない。私もこれ以上考えず、気にしないことにす
る。おやすみなさい。

469 空蝉の候 一般審査員B 13 15 12 11 13 64 人にすがりつくモノの正体が何なのかが怖さのポイントになるんですがそ
こがいまいち曖昧ですがりつきたい人の生き霊とか思いなのかまた別のモ
ノなのかがわからないまま終わったのが残念でした。何種類かいるのかす
べて似た様なモノなのかという疑問もありますしもう少し深掘りして欲し
いです。

469 空蝉の候 一般審査員C 15 15 15 17 17 79 今の季節にタイムリーな怪談、想像力を掻き立てられますます恐ろしさを
感じながら読ませてもらいました。幾多もの縋りつく手をまとわり付かせ
たサユリ先輩も、背中を割って女が羽化したミナ先輩も、いったい彼女た
ちの身に何が起こっていたのか・・・正解が記されていないので謎のまま
です。作品に深みを与えるためのテクニックですね。たくさんの縋りつく手
を集めると、別の何かが体から生まれてくるのではないかとわたしは思い
ました。ミナ先輩に縋りつく手がなかったのは、すでにそれらを取り込ん
で別の女が羽化する準備を整えていたからではないかと。わたしの考察が
正しければ、主人公も女の糧となるたくさんの縋りつく手を集め、羽化の
手助けをしてきた人生だったのですね。他の何者かにとってかわられるこ
とを、蝉に

469 空蝉の候 一般審査員D 17 19 19 18 18 91 夏にぴったりの作品でした。自己承認欲求が強すぎるサユリ先輩の不気味
かつ哀れな様子や、それを客観的に見つつも不安げなミナ先輩の様子がとて
も分かりやすく描かれていて自分も傍で見てるような感覚になれました。
これまで出会った注目されることに快感を覚える人たちにも、抜け殻が付
いているかもしれないと思うとぞっとしました。それに対して背中から出
てきた何かが、本当に何なのか分からなくて不気味でした。蝉がもっと苦
手になりそうです。

469 空蝉の候 一般審査員E 15 20 20 20 15 90 8月の長編で一番推したい作品です。季語が効いたタイトルも上品で好きで
す。モチーフの選び方、使い方が冴えまくってます。くっつくと離れない蝉
の抜け殻にこんなに緊張したのははじめてです。登場人物、全員が歪なルー
トを選んで歩いている展開が最高でした。特に「私」に怪異が起こる時間
差が、蝉の幼虫が成虫になるまでの時間経過を彷彿とさせているようで、ゾ
クゾクしました。

469 空蝉の候 一般審査員F 17 16 17 16 16 82 どこかノスタルジックさを感じさせるような、そんなお話でした。高校の
頃、多くの生徒達から慕われ、憧れられていたサユリ先輩。でも、実体
は、タロットを利用して占って欲しいと言ってきた生徒達に不安を与えた
りして操り、サユリ自身がその生徒達にとってなくてはならない、頼り依
存し続けたくなる存在となる為だったのか。サユリ先輩の身体に引っ付く
ミイラの手のようなものを主さんが見る前からそれを見ていて、関わるな、
と主さんに警告してきたミナ先輩。そして、彼女もまた、意図的だったかど
うかは別として、主さんに慕われ、特別な人のように慕われていった。先輩
達の引退がかかった試合で、蝉が殻を抜け出る瞬間のように、ミナ先輩の背
中から覗く黒い女の影を見てしまってから先輩と距離を置いていた主さん
が、息子をきっかけに記憶を呼び戻した事でミナ先輩の生き霊が飛んでき
たのだろうか…。怖いですね。

469 空蝉の候 一般審査員G 7 10 13 18 15 63 この時期にぴったりな青春とオカルトの融合されたお話。夏場というのも
相まって、空気感や匂いを想像しやすくて追体験のような感覚ができるの良
いポイントだと思いました。人の記憶と匂いはかなり密接に結びついてい
るので、表現の中に匂いがあるとかなりイメージしやすいなと感じました。
登場人物のイメージと匂いを結びつけて覚えられるので「この人は誰だっ
た？」ということが起きにくいように思います。怖さもしっかりしていて、
あとに残る謎と不快感も良かったです。教祖のような先輩と対照的なハツラ
ツとした先輩、抜け殻をみてしまったからこそ何かに魅入られてしまった
のかどうか。どちらが原因で何が出てきたのか、考察が色々浮かびます
ね。

469 空蝉の候 一般審査員H 11 11 12 9 12 55 題材としては悪く無いと思います。が、あちこちに怪異が起きるところが散
漫でとっ散らかっている気がします。怖さ、サユリに脱け殻が纏わりついて
いる、ミナには背中から黒い影が現れ、最後には主人公にまで黒い影が。
ちょっと欲張りすぎです。しかも、どれもその正体は判然としない。読み手
としては消化不良です。鋭さ、主人公とミナの会話で話が進んでいきます
が、ミナの口から語られるサユリの不気味さは確かに鋭さを感じる部分で
はあります。ただ、サユリが後輩達に囲まれて占いをする様子などは正直必
要無いと思いました。その部分で鋭さが弱くなっています。新しさ、サユリ
に纏わりついている縋った手の脱け殻、それを本人は楽しんで集めてい
る、とこれはあくまでもミナの見解ではありますが、怪異の一つの表現と
してはありだと思います。ミナについては本当に自分に憑いてるモノに気づ
いてなかったのか？という疑問も残りますが、謎のままに留めるのも良いの
かもしれません。ただ、一つ一つの設定は新しさもありますが、トータル
で考えると上手くまとまって無いです。サユリに纏わりつく脱け殻がミナに
伝播し、最後に主人公へ、といった繋がりがあると良かったのですが。ユー
モアさ、これはもうそもそもの始まりからして、ユーモアの要素が無いと感
じましたので、この点数にしています。意外さ、私から見れば散漫で上手く
まとまっていない感は否めませんが、何故サユリがわざわざ脱け殻をその
身につけたままなのか？ミナは本当に自分の背後の影を知らなかったのか？
何一つわからないままに、最後にはとうとう主人公にまで黒い影が、、で終
幕した点です。

469 空蝉の候 一般審査員I 12 11 11 10 12 56 なに？？見えたものが怖かったのとミナ先輩に憑いてたものが自分に憑い
ていて怖かったのはわかったのですが、よく意味がわからなかった。その
わからないが不気味でした。抜け殻を集めるとは？集めるとどうなるのか？
どうしたら集められるのか？なにもわからなかった

469 空蝉の候 一般審査員J 13 12 11 11 13 60 占いとナニカの念のようなものを結びつけた興味深い話だった。
全体として、ストーリーの理解が難しいため、怖さよりも何を意味している
のかを理解するほうが勝ってしまったところが課題かと思った。

合計 135 146 147 146 147 721
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

452 余所者の手 一般審査員A 16 16 16 15 16 79 風俗店ならではの話が聞きたかったかな、欲を言えばね。「目の奥に人が
いない」っていうのは、魂が入っていないってことだよね。ということ
は、これは肉体と精神に関する話ですね。特に肉体が強調されているので、
欲を言えば風俗に関連した話が聞きたかったんです。まあ、でも、こういう
話ならしょうがない。指が増える、というところで、何かもう少し踏み込ん
だ怖さがあるといいかなと思った。意味が分かったところで（ぼかされて
いるので完全にわかるということはないと思うのだが）、そこまで怖くはな
いかなと思うので、もう少しはっきりと語ってもよかったかもしれない。

452 余所者の手 一般審査員B 13 12 15 11 13 64 風俗かなんかをモチーフにしているんですが、かなりヤバそうな客でも
とってるのが異様な感じでした。そこに行かせる店長もそうですが向かう
女の子もヤバいですね。なにかメリットがあって行くのか他に理由がある
のかがもうちょっとわかる様にしてくれるともっと盛り上がると思いまし
た。

452 余所者の手 一般審査員C 15 15 18 15 18 81 とても面白かったです。発想がすばらしい。キャラクターの設定もそれぞれ
の不気味さを最大限に引き出していて、とても怖かったです。ただ、情報量
が多すぎて、わたしは消化不良を起こしました。ミサキさんがドッペルゲン
ガーのように同時に様々な場所に現れるというくだりは、無くてもよかっ
たのではないかと思います。ナビゲーションを使わずにお客様宅に向かう
時、同じ場所を3回走ったというくだりが非常によかったです。得体の知れ
ない場所にこれから向かうという恐怖の感覚が呼び起こされました。ま
た、何か儀式めいた感じがします。作者の方は創造力・想像力に溢れた方だ
と思います。引き算をしながら執筆されると、さらに良い作品を生み出させ
るのではないでしょうか。これからも頑張ってください。

452 余所者の手 一般審査員D 11 10 13 12 11 57 全体的に文章の癖が強くてなかなか内容が頭に入って来ませんでした。状
況から、ミサキさんは恐らくデリヘルのような仕事をされている方で不思
議な能力がある方なのかな？と推測しながら読ませていただきました。こ
れだけ怪しい客に女の子を派遣するお店はまずないでしょうし、違和感が
多すぎて恐怖を感じられませんでした。様々なところに不気味なエッセン
スは散りばめられているものの、意味があるのか雰囲気を出すためなのか
も感じる余地がありませんでした。読み手のことを考えて書いていただけ
るともっと伝わるものがあったと思います。

452 余所者の手 一般審査員E 15 20 10 10 15 70 読者が自分の指を思わず確認してしまう、後味の濃い怪談に感じました。
舞台装置のバリエーションが多く、投稿者様の引き出しの多さを感じる怪談
でした。めちゃくちゃ伸び代を感じました。読了後に世にも奇妙な物語の
ような怪談なのかも…と気付いたら、不完全さは意図した余白であり、世
界の謎は謎のままの方が読者の印象に残る気がしました。スッキリはしな
いけど、後を引く素晴らしい怪談だと思います。

452 余所者の手 一般審査員F 17 16 18 16 17 84 訳のわからないモノは怖い。そんなお話でした。ミサキを指名してきた男
の正体もわからなければ、そもそものミサキとの関係もわからない。夢で
見た人物―？何もわからない。わかっているのはその男が指を数えては増
えてるとか減ってるとか言っていて、ミサキの手を取り、指を数え、ミサキ
がそれを受け入れている事。その後、ミサキの指が減ったかと思ったら、
本人のものではない、違う誰かの小指がついていたりと、とにかく気味が
悪い。そしてその後、彼女の指が増えるだけに留まらず、ドッペルゲンガー
が現れ…と、ますますカオスな展開に。ただ、個人的には指だけで留めて
おいた方が展開としては良かったかな、と思いました。指だけで十分気持
ち悪いですから。『指』という部分にフォーカスしている所は新しさを感
じました。

452 余所者の手 一般審査員G 14 12 14 13 15 68 よく分からないけど不気味な話。率直に気持ち悪いなと感じます。けど内容
が散らかることもなく、まとまっていて読みにくさはあまり無かったと思
います。ただ、賛否は極端に分かれそうだなと思います。物語を通して結局
どいうこと？という疑問は残りますし、何か不気味な事が起きてるけどよ
く分からないから怖さが伝わらない、という事が考えられます。例えばです
が、もっと淡々と報告書形式の文章とかでも雰囲気があって良いかもしれ
ません。個人的には好みなのですが、伝わりやすさも怖さのポイントだと
考えますので、少しその点は下げています。もっと長い文章量で改めて読ん
でみたいなと思いました。

452 余所者の手 一般審査員H 12 13 15 11 15 66 怖いというより不気味で薄気味悪い話でした。怖さ、確かに謎の男とミサ
キのやり取りや、指が増えていく所などはゾワッするものはあります。怪異
ではあります、確かに。ただ、怪奇としての怖さはあまり感じ取れません。
最終的に何が言いたいのか、やりたいのかが伝わって来ませんでした。鋭
さ、全く怯える様子の無いミサキと不審に思う周囲との対比に一定の鋭さ
は感じました。ですが、やや単調です。新しさ、指をあげる、貰う、奇妙な
やり取り。ミサキの指が増えると同時に、その姿も増えていく。そこに焦
点を当てることに新しさを感じました。ユーモアさ、ここもあまり感じませ
ん。見方によっては不気味な男や、淡々と受け入れるミサキの行動は、ある
種のユーモアと内包しているかもしれませんが、少なくとも私にはユーモア
は感じられませんでした。意外さ、結局、ミサキは手の指が増えていく事
に怯えもせず、受け入れて淡々と生きている事です。バッドエンドとはまた
違う、後味の悪い結末でした。

452 余所者の手 一般審査員I 14 13 14 11 12 64 なんのために指を交換してるのでしょう？ミサキさんを指名してるのは人
間なんでしょうか？そしてミサキさんはなぜ増殖したのでしょう？サトルさ
んはドライバーだが、これからどうやって呼び出され指を交換するのだろ
う？ミサキさんは店を休んでいて、呼び出されなくなったから指は増え続け
ていくのだろうな。気持ち悪い。

452 余所者の手 一般審査員J 18 18 18 14 15 83 徐々に心霊現象に呑まれていく怖さが伝わってきて、非常に怖かった。
そのアパートであったナニカが集合して、ミサキさんを徐々に飲み込んでい
くという意味のわからない恐怖が良かったと思う。
最後に主人公も飲み込まれつつあることが終わらない恐怖を際立たせてい
た。

合計 145 145 151 128 147 716

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

470 提灯 一般審査員A 17 17 17 16 15 82 一つ思ったこと。トキは成仏できないのだろうか。だって、あまりにも可哀
そうだよ。なんとかして成仏できないのかなあ。提灯をぶらさげるのが、
「提灯はもうありますよ」っていうアピールになっているのであれば、「提
灯を買ってほしかった」トキに対する根本的で最善の解決にはあまり思え
ないのだが。いずれにしても、誰か彼女を助けてあげてほしい。なにか方
法がないか探してみてほしい。彼女だって今のような扱われ方は本意じゃ
ないと思う。

470 提灯 一般審査員B 14 13 12 10 14 63 話に出てくる霊は、悪霊とまではいかない存在でそこまで村の人たちも警
戒してない感じがしてフワッとしてるなと思ってしまいました。七日間の
提灯づくりも村の人も、設定もちょっとずつ弱いなと思いました。孫がヤ
バいのに温泉に行ってしまう流れも不自然だし、隣の子の親はいつ帰って
くるのかも違和感でした。

470 提灯 一般審査員C 15 16 18 18 17 84 設定が斬新で、非常に面白かったです。土地を離れればトキが見えなくなる
というのも、恐ろしすぎず救いがあって良いと思いました。ただ、有斗く
んに関しては供養をした効果がなく魅入られてしまったように見えるので、
自宅にトキを連れて帰ってしまうかもしれませんね。そうしたら有斗くん
はどうなってしまうのか。恐ろしいことです。幼馴染みの絵梨さんの存在
を、うまく効果的に使っていると思いました。トキと絵梨さんを重ねるこ
とで、物理的な時には恐怖、時には快楽を有斗くんに与えるのは、読者にも
わかりやすく良い手法だと思いました。

470 提灯 一般審査員D 12 12 10 14 12 60 悲しい過去の話に基づく小さな集落に引継がれる風習、というのは心惹か
れる内容でした。設定はいいのですが、怖さや鋭さがほぼ感じられません
でした。こういう状況になった時、「幽霊」という言葉をこんなに使うも
のだろうかと違和感が拭えません。祖父母を初め、村人や住職まで虫と同
じくらい当たり前に霊の存在を受け入れているというのも不自然さが大き
く創作としてもこの作品の世界を楽しむことができませんでした。

470 提灯 一般審査員E 10 10 15 15 20 70 ことごとく、やってはいけないを踏み抜いていく主人公に、ハラハラしま
した。冒頭でのつかみが上手く、一気に世界観に引き込まれていました。
幻視と現実の切り替えにもう少し工夫をすると読みやすくなる気がしまし
た。最後の一行まで選択を間違っている主人公が愚かで愛おしいですね。

470 提灯 一般審査員F 16 15 17 16 16 80 正直、怖さはそれ程感じはしませんでしたが、提灯という昔からあるアイ
テムなのに、新しさを感じさせるお話でした。貧しい生活を送りながら提
灯を作り、売り歩くトキ。毎日売り歩くが、提灯もそうそうは売れない。
そんなある日、道端で行き倒れているトキが発見される。トキが亡くなっ
てからも、「提灯買って下さい」と家々の戸をノックして回るトキらしき
声がする。姿は見せないが、トキの幽霊に違いない。供養の為にと大きな
提灯が祀られるようになった訳だけれど、有斗は気に入られたのか、つい
てこられ、姿も見てしまい、魅入られるようになってしまった…。トキの
姿が薄くなったのは、果たして供養の効果なのか、それとも絵梨に重なろ
うとしたからなのか…。母子揃って同じ轍を踏んでしまうところは、血は
争えないんだな、とユーモアさも感じました。

470 提灯 一般審査員G 10 11 17 17 13 68 古典怪談のような雰囲気のあるお話でした。お話の内容はとても良くて、日
本の怪談らしい雰囲気がありつつ、洒落怖のような部分も感じるのは印象
的でした。良かっただけに、気になる点もありました。あえて曖昧に表現
している部分もあるかと思いますが、もう少しその表現をクリアにさせた
方が伝わりやすいかなと思いました。場面転換や登場人物が多いので、はっ
きりさせるところははっきりさせないと、物語に集中しにくくなってしま
います。登場人物を少し減らすともう少しお話が伝わりやすくなるように思
います。伝わりやすさは怖さを伝える手段なので、そこで減点されてしまう
のは勿体ないです。

470 提灯 一般審査員H 11 14 12 10 11 58 うら淋しくて、少し切ない話でした。怖さ、トキの存在が「四谷怪談」や
「牡丹灯籠」の様な古典怪談を彷彿とさせます。提灯の灯りが消えるのを皮
切りに、徐々に主人公有斗にせまるトキ。じんわりとした怖さがあります。
ただ、この怖さに点数をつけると高得点とはいきませんでした。何かもっ
と背筋が凍る様な場面があると良かったです。鋭さ、状況説明と会話のやり
取りとのバランスが良いですね。迫ってくる怪異への緊張感があります。新
しさ、物語全体を通しての鍵になる存在として提灯を用いたところです。ト
キが現れる前兆として上手く使ってますね。ユーモアさ、これについては結
末をどう捉えるか次第だと思います。結局、主人公はトキに魅入られてしま
いますので、私としてはユーモアさは感じませんでした。意外さ、ここもほ
ぼ感じませんでした。田舎の古くからの風習、その謂れとなるトキの過
去、提灯の灯りを灯すのを忘れると怪異が訪れる。そして、主人公が幽霊の
女に魅入られる。いかにも怪談、という流れで意外性は無いなと思います。

470 提灯 一般審査員I 13 12 14 11 12 62 トキに憑かれてしまってこれトキの姿が見えなくなったらまた東屋に入っ
てしまうのではないかと思ってしまいました。お母さんは女性だったから
こんなことにはならなかったんでしょうね。数年間はトキの姿が見えると
いうことだったので、数年でトキを諦めてくれたらいいなと思いました。

470 提灯 一般審査員J 15 13 15 12 12 67 未練をもった女性の霊の話だが、怖さを感じさせず、徐々に引き込もうとす
るところが少し怖かった。
また解決していないような終わり方になっていたところも、なんとも言え
ない感じで良かったと思う。

合計 133 133 147 139 142 694

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

456 影の寄生魔 一般審査員A 16 16 17 17 15 81 ちょっと、最後はギャグに感じてしまい、怖さは低め。まあ、でも、寄生
するやつが怖いってのはわかる。現実世界を見れば、カタツムリに寄生し
て操るやつとかマジで怖いし、空想の世界を見れば、『寄生獣』っていう
漫画もある。それらの現実や空想に比して、この怪談が特別優れているとは
感じなかった。普通の寄生系の怪談という感じである。シンプルなのはい
いのだが、語りを細かくするよりも、テンポよく話を進めていったほうが
いいかもしれない。彼女のために頑張る気持ちはすごくわかる。本当に大
事であればあるほど必死で戦うだろう。

456 影の寄生魔 一般審査員B 13 14 13 13 14 67 影の獣を見た始まりから彼女への憑依、対決からの結末までのながれが
ちゃんとしていて素晴らしかったでしす。ひとつ言うとすれば最後の自分に
獣の影がうごめいていた所で死んでも彼女を救う覚悟をした人間に取り憑
いたとしてもすぐに強引に剥がされると思うので少しオチが弱くなってし
まったとこですね。

456 影の寄生魔 一般審査員C 16 15 15 15 18 79 ストーリー、言葉のチョイス、設定、どれもわかりやすくまとまっていて、
読みやすい作品でした。読み手を選ばない仕上がりに好感を覚えます。最終
的にこの影に寄生されると、どのような不都合があるのかが気になりまし
た。コンビニで車に跳ねられた男の子は影に寄生されたから事故にあった
わけではなさそうですし、蛾を食べる異様な行動をするくらいで、彼女も危
ない目にあっているわけではなさそうです。いずれ死に至る等、どうしても
影を引き離さないといけない理由が明記されていると更に恐ろしかったと
思います。意図しなかったにせよ、最終的に影を自分に受け入れた主人公、
彼女に対する究極の愛でしたね。

456 影の寄生魔 一般審査員D 13 12 16 15 12 68 人の意識を乗っ取り意のままに動かす怪しい存在、という話は好きですが
短期間で大きな変化が起きているにも関わらず彼以外の人が変化に気付か
ないのは少々不自然か彼女がよほど他の人と関わりが少ないのでは、と感
じました。もののけ姫に出てくる祟り神のようなものをイメージしていた
ので、一般人が打撃戦で太刀打ちできるはずないというのも納得です。冒頭
部分で期待が大きかった分、身近な人に異変が起きてからの展開が少々強
引に感じてしまいました。

456 影の寄生魔 一般審査員E 15 15 5 10 10 55 映画や漫画のシーンがそのまま浮かぶような迫力がありました。自転車事
故から始まる導入のインパクトが強くて良きです。クライマックスの取っ組
み合いも緊張感が伝わる展開で、疾走感が最後まで途切れませんでした。ラ
ストの「影が、踊っている」の一文は見事な余韻だと思います。永遠と繰り
返される理不尽さに読了後にゾクリと背筋を走るものがありました。

456 影の寄生魔 一般審査員F 18 18 17 17 17 87 最後は影法師を退治してハッピーエンド！―と思ったのに裏切られました。
奴は今度は主さんの影の中に…。そんな展開はまあ、意外といえば、意外
ではありました。主さんが少年の影に寄生する怪しい何かを見てしまった
事から最終的に自分自身が寄生される羽目になったのかはわからないけれ
ど、大切な彼女が寄生されたとわかり、元の彼女を取り戻そうと奮闘する
のは素晴らしい。手料理の味付けや服のセンスが変わったくらいならまだ
彼女として向き合う余地はあるだろうけれど、大抵は大きな白い蛾を食べ
る瞬間を見てしまった時点で彼女とは別れるか、距離を置こうと考えると
思う。影に寄生する、という発想も決して新しくはないかもしれないけれ
ど、ユーモアはあり、面白いと思いました。

456 影の寄生魔 一般審査員G 10 9 13 13 15 60 報われないお話ですね…。結局影は影でしかないから物理的に倒すことは
出来ず、また新しい寄生先を見つけただけになってしまったということかな
と考察しました。登場人物の動きも悪くなく、まとまってるお話だと思い
ます。ただ、少し前半の文章が単調な気がするので、話のテンポ感や彼女が
狂っていく過程の表現をもう少し緻密にしてみると強弱が出て良かったか
なと思います。部屋で対峙するところはとてもいいので、改行を少なめにし
たほうがよりスピード感が出てより良くなると思います。

456 影の寄生魔 一般審査員H 10 9 8 8 9 44 何というか、気を衒いすぎです。過剰に演出され過ぎというか。怖さ、蠢く
黒い影、正体が分からないまま、次は彼女に取り憑く。何故取り憑かれた
のか、という疑問や彼女の奇行が唐突すぎて、怖く感じられません。鋭さ、
主人公視点の文章構成ですが、そこに寄りすぎていて鋭さが感じられませ
ん。もっと俯瞰で見る表現も欲しかったです。新しさ、ここに関してはも
う。展開が予定調和と言うか、、影の化物？を見かける→彼女に取り憑く→
最終的に自分に、この流れが怪奇譚としてはありがちなため。新しさを感
じません。ユーモアさ、も少なくとも私には汲み取れませんでした。蠢く影
の正体の片鱗を見せる等するとまた違ったかもしれません。意外さ、前述
の新しさ、でも書きましたが展開が「怪談でよくある展開」の為、点数は
低めとなりました。余談ですが、タイトルがある意味ネタバレになってる
気がします。

456 影の寄生魔 一般審査員I 11 12 10 10 10 53 彼女を救うために勇気を出して戦ったのだが、最後は自分の影がってこと
ですよね？これからが影との闘いってことですよね？そうですよね影を刃物
で倒すことなんてできないですよね。これから長い戦いになるだろうけ
ど、どちらが勝利するか楽しみです。

456 影の寄生魔 一般審査員J 11 12 10 10 10 53 よくわからない謎の話で、取り付いているナニカの話ということしかなく、
ストーリーがわかりにくいところがあった

合計 133 132 124 128 130 647
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